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千葉・茨城版

千葉県印西市牧の原 2-1
TEL.0476-47-6811

【営業時間】午前9時〜午後7時30分

千葉
ニュータウン店

₆₄₈円（税込み）

ソロー 
ペレット₁袋

（₁0キロ）

【営業時間】 前9

（税込み）

袋

ソローペレットが、『ジョイフル本田』で
1袋から買えるようになりました。

ソローからのお知らせ

エアコンとは違う、ペレットストーブならではの柔らかい暖かさをぜひとも体感してください。
ペレットボイラーの足湯も楽しめます。八郷方面にお越しの際には是非お立ち寄りください。
駐車場もありますのでお車でお気軽にお越しください。

『八郷体感ルーム』が
 2月15日（月）にオープンします。1

2

カタログハウス  ソローソロー事業部

各店舗の地図は『ジョイフル本田』の
ホームページからご確認ください

※全店駐車場有

※20袋以上からでないと無料配送
　できませんのでご了承ください。

ジョイフル本田

茨城県での取扱店 千葉県での取扱店

茨城県ひたちなか市新光町 34-1
TEL.029-265-5325

【営業時間】午前9時〜午後7時

ニューポート
ひたちなか店

守谷店
茨城県守谷市松ヶ丘 3-8
TEL.0297-48-8020

【営業時間】午前9時〜午後7時

荒川沖店
茨城県土浦市北荒川沖町 1-30
TEL.029-841-2211

【営業時間】午前9時〜午後7時

八郷 体感ルーム
茨城県石岡市小見1048-1   駐車場有

【営業時間】午前10時〜午後5時
【定  休  日】土日・祝日
【交 　  通】・恋瀬小から約0.8km
　　　　　・ 福原駅から約9.0km
　　　　　・フラワーパークから約9.8km
　　　　　・ 石岡駅から約 16.7km

笠間西IC

筑波山

加波山
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パーク
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北
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石岡小美玉
スマートIC
石岡小美玉
スマートIC

守谷  体感ルーム 茨城県守谷市松ケ丘3-20-1（駐車場有）
TEL.0297-38-6621 

水戸  体感ルーム 茨城県水戸市元吉田町1477-11（駐車場有）
TEL.029-291-5321 

千葉 体感ルーム 千葉県千葉市若葉区貝塚2-2-3（駐車場有）
TEL.043-308-4188

お近くの体感ルームへどうぞ

お申込みとお問い合わせは

0₁₂0-05₈-05₉ 月〜金は午前9時〜午後7時
土曜は午前9時〜午後6時（日曜祝日は休業）

カタログハウスお客様センター

ソローペレット₂0袋（₂00キロ／約₄0日分） ₁₂,₉₆0円（税込み・配達料無料）
小社では20袋から無料配送します。



かつ
て
、多
く
の
富
を
も
た
ら
し
た

千
葉
県
の
森
林
が
抱
え
る

問
題
と
課
題
⋮
。

森
林
面
積—

千
葉
県
内
の
森
林
面
積
は
お
よ
そ
15
万
8
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
す
。
県
土
の
約
1
／
3
が
森
林
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、森
林
率
30
・
6
%
は
全
国
平
均
の
半
分
以
下
の
数

値
で
す
。

　

行
政
的
に
は【
図
1
】
の
よ
う
に
、
北
と
南
で
二
つ
の
森
林
計

画
区
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
原
市
、長
南
町
、睦
沢
町
、一
宮

町
よ
り
北
は
千
葉
県
北
部
森
林
計
画
区
、
そ
れ
ら
の
市
町
村
界
よ

り
南
は
千
葉
県
南
部
森
林
計
画
区
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

3 2写真は上総地方の最高峰である鹿野山からの眺望。

江
戸
時
代
に
は
江
戸
の
森
林
資
源
の
供
給
地
と
し
て
、
大
正
時
代
に
は

﹁
生
け
る
貯
木
場
﹂
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
繁
栄
し
て
い
た
千
葉
県
の
林
業
。

ブ
ラ
ン
ド
材
の
サ
ン
ブ
ス
ギ
や
薪
炭
は
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
、

人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

で
す
が
、
現
在
の
千
葉
県
の
森
林
は
減
少
し
、

そ
れ
と
と
も
に
林
業
も
衰
退
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
、
そ
の
問
題
と
課
題
を
ひ
も
と
い
て
い
き
ま
す
。

　
久
米
成
佳（
ラ
イ
タ
ー
）／
千
葉
慶
一
（
小
社
ソ
ロ
ー
事
業
部
）

南
部
の
夷い
す
み隅

・
安あ

わ房
地
区
、
君き
み
つ津

地
区
は
森
林
率
50
%
を
超
え

て
い
ま
す
が
、
北
総
地
区
は
数
値
が
軒
並
み
低
く
、
中
で
も
都
心

に
近
い
東
葛
飾
地
区
は
5

・

7
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
面
積
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
過
去
5
年
間
で
3
千
54

ヘ
ク
タ
ー
ル（
1

・

9
%
）減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、 

工
場
や
事

業
所
、宅
地
の
造
成
な
ど
の
林
地
開
発
の
進
行
が
主
な
原
因
に
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

国
有
林
と
民
有
林—

千
葉
県
の
全
体
の
森
林
面
積
の
う
ち
、

95
%
は
民
有
林
で
、
そ
の
面
積
は
約
15
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

国
有
林
は
7
千
7
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、全
体
の
森
林
面
積
の
4

・

9
%
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
千
葉
県
の 

民
有
林
は
、会
社
や
社
寺
、

個
人
が
所
有
す
る
私
有
林
の
割
合
が
高
く
、
89
%
（
14
万
1
千

ヘ
ク
タ
ー
ル)

を
占
め
て
い
ま
す
。
私
有
林
率
の
高
さ
は
、
全
国

で
2
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
【
図
2
】
か
ら
は
、
民
有
林
の
約
半
数
は
天
然
林
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
人
工
林
の
割
合
は
39
%
で
、
こ
の
数
値
は
全

国
平
均
の
41
%
を
僅
か
に
下
回
っ
て
い
ま
す
。
人
工
林
を
樹
種

別
に
見
る
と
、
ス
ギ
の
割
合
が
81

・

6
%
と
一
番
多
く
、
ヒ
ノ
キ

11

・

9
%
、マ
ツ
5

・

3
%
、ク
ヌ
ギ
1

・

2
%
と
続
き
ま
す
。

　

人
工
林
の
林
齢
構
成
は
、40
年
生
以
下
が
12
%
し
か
な
く
、41

年
生
以
上
が
88
%
に
上
り
ま
す
。
20
年
生
以
下
で
見
る
と
、
そ

の
割
合
は
僅
か
2
%
し
か
な
く
、
こ
れ
は
全
国
平
均
6
%
の
4

割
程
度
で
す
。
全
国
的
に
見
て
も
、
か
な
り
成
熟
し
た
森
林
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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2つの計画区
【
図
１
】

区分

森林面積
国有林
民有林

千葉北部森林計画区
面積（ヘクタール）

64,325
44

　64,281

区分

森林面積
国有林
民有林

千葉南部森林計画区
面積（ヘクタール）

93,472
7,711
85,761

千葉県の森林の内訳
【
図
２
】

千葉県農林水産部森林課資料
［平成26年度千葉県森林・林業統計書］より

■の部分には、人工林 5,122ha、天然林2,264ha、
竹林2ha、その他365haが含まれます。

民有林：150,043ha

人工林
56,218ha

天然林
72,222ha

竹林
5,919ha

その他
15,685ha 国有林：7,755ha

森林面積
157,798ha

日
本
の
森
の
明
日
を

考
え
る
た
め
の
基
礎
知
識

千
葉
編 

連
載
第
●１
回

千葉県農林水産部森林課資料
［平成 ₂₆ 年度千葉県森林・林業統計書］

北総地区

君津地区

東葛飾地区

夷隅・安房地区



　

国
有
林
の
ほ
と
ん
ど
は
、南
部
森
林
計
画
区
に
集
中
し
て
お
り
、

北
部
森
林
計
画
区
は
44
ヘ
ク
タ
ー
ル
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う

ち
の
41
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
銚
子
市
に
固
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
江
戸
の
首
都
機
能
が
整
備
さ
れ
る
と
、人
口
が
増

大
し
膨
大
な
木
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
サ
ン
ブ
ス
ギ
や
佐
倉
炭
、
久
留
里
炭
な
ど
房
総
の
森
林
資

源
は
、江
戸
の
需
要
を
満
た
す
た
め
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

大
正
時
代
に
入
り
、経
済
恐
慌
と
輸
入
木
材
関
税
率
の
改
正
に

よ
る
輸
入
材
の
増
加
に
よ
り
、国
内
全
体
の
木
材
の
産
出
は
停
滞
。

関
東
大
震
災
で
輸
入
材
の
需
要
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
き
ま

日
本
の
首
都
を
支
え
て
き
た

千
葉
県
の
森
林
の
歴
史
。

5 4

林
業
従
事
者
に
と
っ
て
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
原
因
は
、
サ
ン
ブ
ス
ギ
が

非
赤
枯
性
溝
腐
病
に
か
か
り
や
す
い
品
種
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
病
気
は
植
林
後
20
年
程
度
経
過
し
な
い
と
被
害
の
有

無
が
わ
か
ら
な
い
た
め
実
態
の
把
握
が
遅
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
林
業
従
事
者
の
減
少
も
病
気
の
蔓
延
に
拍
車
を
か
け
ま

し
た
。
こ
の
病
気
の
病
原
菌
は
枯
れ
枝
か
ら
侵
入
し
ま
す
。
木
が

大
き
く
な
る
前
に
枝
打
ち
や
間
伐
な
ど
の
手
入
れ
を
し
っ
か
り

行
っ
て
病
気
の
木
を
除
去
し
て
い
れ
ば
こ
こ
ま
で
被
害
が
拡
大
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
人
手
が
足
り
ず
、
病
気
の
木
や

枯
れ
枝
を
林
の
中
に
放
置
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、千
葉
県
が
誇
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
材
・
サ
ン
ブ
ス
ギ

は
、
大
変
な
危
機
に
陥
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
病
気
へ
の
対
策
が

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
林
へ
の
根
本
的
な
対
策
は
、

感
染
し
た
木
を
切
り
倒
し
、
新
し
く
木
を
植
え
替
え
る
こ
と
、
つ

ま
り
森
林
の
更
新
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

感
染
し
た
木
は
変
形
し
て
い
る
の
で
、木
材
と
し
て
活
用
で
き

る
と
こ
ろ
は
利
用
し
、
こ
れ
ま
で
は
廃
棄
さ
れ
て
い
た
そ
れ
以
外

の
部
分
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
ペ
レ
ッ

ト
に
有
効
活
用
す
る
取
り
組
み
が
徐
々
に
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
森
林
研
究
所
で
は
、病
気
に

対
し
て
強
い
抵
抗
力
を
持
つ
ク
ロ
ー
ン
を
選
抜
し
、
そ
の
種
苗
を

広
め
て
い
く
と
い
う
対
策
も
練
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
い
年
月
が
必

要
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
対
策
が
広
ま
れ
ば
今
後
同
じ
病
気
に
苦

し
む
こ
と
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　

千
葉
県
は
、森
林
が
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、蓄
積
は
5
年
間

で
4

・

5
%
（
1
2
0
万
5
千
立
方
メ
ー
ト
ル
）増
加
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
活
用
で
き
る
森
林
資
源
の
ス
ト
ッ
ク
が
、
眠
っ

た
ま
ま
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
蓄
積
に
は
、病
害

を
受
け
た
サ
ン
ブ
ス
ギ
も
含
ま
れ
ま
す
。
い
ず
れ
の
問
題
に
対
し

て
も
、
林
業
の
復
興
と
丸
太
の
有
効
利
用
を
す
る
こ
と
が
、
最
優

先
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

す
。

　

昭
和
の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、京
葉
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成

が
始
ま
り
、団
地
や
住
宅
が
次
々
に
建
築
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

建
材
の
需
要
は
急
激
に
増
加
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
急

激
な
需
要
の
増
大
は
、
積
極
的
な
植
林
と
、
北
米
材
な
ど
の
輸
入

を
促
す
こ
と
に
な
り
、木
材
の
価
格
は
下
落
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

更
に
、
国
民
の
生
活
水
準
が
変
化
し
て
い
く
の
と
同
時
に
、
林

地
の
開
発
が
進
み
、森
林
は
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
千
葉
県
の
林
業
繁
栄
は
、
サ
ン
ブ
ス
ギ
の
存
在
な
く

し
て
語
れ
ま
せ
ん
。
サ
ン
ブ
ス
ギ
と
は
、山
武
地
方
に
お
い
て
育

て
ら
れ
て
き
た
、挿
し
木
ス
ギ
の
一
種
で
す
。
2
5
0
年
以
上
も

前
か
ら
、挿
し
木
造
林
の
技
術
と
と
も
に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し

た
。

　

サ
ン
ブ
ス
ギ
は
、木
目
が
ま
っ
す
ぐ
通
る「
通
直
」
で
あ
り
、断

面
は
正
円
に
近
く
、中
身
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
て
い
る
の
が
特

長
で
す
。
見
た
目
も
淡
紅
色
で
美
し
い
の
で
、昔
か
ら
木
材
と
し

て
の
価
値
が
非
常
に
高
く
、建
具
や
船
の
建
材
と
し
て
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、現
在
こ
の
サ
ン
ブ
ス
ギ
が
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。

サ
ン
ブ
ス
ギ
の
林
が
、非
赤
枯
性
溝
腐
病
に
蝕
ま
れ
て
い
る
の
で

す
。
非
赤
枯
性
溝
腐
病
と
は
、
チ
ャ
ア
ナ
タ
ケ
モ
ド
キ
と
い
う
担

子
菌
が
引
き
起
こ
す
病
気
で
、感
染
し
た
木
は
幹
が
腐
朽
し
て
溝

が
で
き
、
木
材
と
し
て
の
価
値
が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、

千
葉
県
の
ブ
ラ
ン
ド
材
・サ
ン
ブ
ス
ギ
の
危
機
。

右／健康的なサンブス
ギは、正円形で美し
い淡紅色が特長。
左／非赤枯性溝腐病
に蝕まれたサンブスギ
は、朽ちて溝ができ、
断面がハートの形状に
なっている。

間伐整備された美しいサンブスギの森林。

上／畑と林が混在する山武林業地の林相風景。
下／昭和の植林作業風景。

写真提供：千葉県庁森林課



森
林
資
源
の
活
用
が
進
む

茨
城
県
の
人
工
林
で
、

今
何
が
行
わ
れ
てい
る
か。

　

茨
城
県
の
森
林
の
約
24
％
は
国
有
林
で
す
。
そ
の
う
ち
の

７
割
以
上
が
人
工
林
で
す
。
人
工
林
の
整
備
は
、
地じ
ご
し
ら拵
え
、
植

林
、下
草
刈
り
、除
伐
、間
伐
、主
伐
と
い
う
の
が
ひ
と
つ
の
サ

イ
ク
ル
。
民
有
林
の
森
林
整
備
を
担
っ
て
い
る
森
林
組
合
に

対
し
て
、
国
有
林
の
整
備
作
業
を
請
け
負
っ
て
い
る
の
が
、
協

同
組
合
や
会
社
組
織
な
ど
の
民
間
事
業
体
で
す
。

　

茨
城
県
で
は
民
間
の
林
業
経
営
体
は
１
千
７
７
８
社
あ
り

ま
す
。
民
有
林
も
国
有
林
も
、
そ
の
作
業
の
流
れ
に
大
き
な
違

い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
有
林
は
、
森
林
整
備
の
集
約
化
や
、

林
道
・
作
業
道
等
の
高
密
度
路
網
の
整
備
、
高
性
能
林
業
機
械

の
導
入
な
ど
と
合
わ
せ
、「
列
状
間
伐
」の
普
及
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

優
良
木
を
残
す
た
め
、
山
全
体
を
見
て
、
成
長
の
思
わ
し
く

な
い
木
や
必
要
で
な
い
木
を
見
極
め
、
選
ん
で
間
引
き
す
る
の

が
、こ
れ
ま
で
の
間
伐
法
で
あ
る
定
性
間
伐
。
そ
れ
に
代
わ
り
、

伐
る
木
を
選
ば
ず
、
山
の
斜
面
に
沿
っ
て
２
列
や
３
列
ま
と
め

て
い
っ
き
に
伐
採
す
る
方
法
を
、
列
状
間
伐
と
言
い
ま
す
。
民

有
林
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
状
況
が
異
な
る
た
め
、
あ
ま
り

実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
国
有
林
の
よ
う
な
大
き
な
面
積
の

山
林
で
は
、
列
状
間
伐
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
、
木
を
選
ぶ

作
業
の
手
間
が
省
け
、
コ
ス
ト
削
減
に
有
効
な
手
段
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

列
状
間
伐
は
、
茨
城
県
の
よ
う
な
、
あ
ま
り
急
峻
で
な
い
山

林
に
は
向
い
て
い
る
と
も
言
え
、
国
有
林
の
現
場
で
は
定
着
し

て
い
ま
す
。
林
道
や
作
業
道
を
整
備
し
て
、
高
性
能
林
業
機
械

と
呼
ば
れ
る
ハ
ー
ベ
ス
タ（
伐
採
、
造
材
）
や
フ
ォ
ワ
ー
ダ（
運

搬
・
上
写
真
）な
ど
の
大
型
重
機
を
入
り
や
す
く
す
る
こ
と
で
、

県
産
材
の
安
定
し
た
供
給
と
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
常
陸
大
宮
市
で
数
社
の
製
材
工
場
か
ら
組
織
さ
れ

国
が
進
め
る
列
状
間
伐
は

大
型
重
機
に
よ
る
効
率
化
の
象
徴
。

7 6

美和木材協同組合の国有林の
間伐作業の現場。狭い作業道を、
大型の林業機械が何台も行き交
う様子は圧巻。

7 6

全
国
的
に
も
人
工
林
率
が
高
い
茨
城
県
で
は
、

現
在
、そ
の
多
く
が
、樹
齢
50
年
の
伐
採
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

ひ
と
昔
前
は
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
１
本
１
本
伐
っ
て
い
た
伐
採
の
方
法
も
、

時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
り
、現
在
、茨
城
県
の
国
有
林
で
は
、

高
性
能
林
業
機
械
と
呼
ば
れ
る
大
型
重
機
で
の
伐
採
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

若
い
作
業
員
が
自
由
自
在
に
重
機
を
扱
い
、誇
り
を
持
っ
て
作
業
に
当
た
る

伐
採
現
場
は
、活
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　
中
嶋
栄
子（
ラ
イ
タ
ー
）／
千
葉
慶
一（
小
社
ソ
ロ
ー
事
業
部
）

日
本
の
森
の
明
日
を

考
え
る
た
め
の
基
礎
知
識

茨
城
編 

連
載
第
●４
回



　

高
萩
市
の
佐
川
運
送
は
、
丸
太
生
産
量
で
は
県
内
随
一
。
主

に
国
有
林
の
作
業
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
現
場
も
、

列
状
間
伐
な
ど
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
作
業
が
中
心
で
す
。

伐
採
さ
れ
た
木
材
は
、
一
定
の
長
さ
の
丸
太
に
切
り
揃
え
ら
れ

（
造
材
）、
丸
太
の
直
径
を
測
っ
て
印
を
付
け
、
車
に
積
み
込
ん
で

山
土ど

ば場
と
呼
ば
れ
る
一
時
置
き
場
に
運
ば
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

次
の
業
者
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

担
い
手
不
足
と
言
わ
れ
て
久
し
い
林
業
の
現
場
で
す
が
、
茨

城
県
に
お
い
て
は
、
い
ま
、
地
元
出
身
の
若
い
世
代
の
就
業
者
が

増
え
て
い
ま
す
。
ど
の
現
場
で
も
、
若
手
作
業
員
が
明
る
く
元

気
に
、
そ
し
て
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
作
業
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
伝
統
や
熟
練
の
技
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
山

仕
事
に
、
機
械
を
自
由
自
在
に
操
る
若
者
た
ち
が
新
風
を
吹
き

込
ん
で
い
ま
す
。

　

佐
川
運
送
で
林
業
機
械
を
操
っ
て
い
た
作
業
員
は
、
佐
川
運

送
の
社
長
の
息
子
さ
ん
の
佐
川
巧
さ
ん（
32
歳
）。若
い
力
に
よ
っ

て
、
山
仕
事
の
風
景
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
国
で
平
成
15

年
か
ら
始
め
ら
れ
た
雇
用
支
援
制
度
「
緑
の
雇
用
」
事
業
に
よ
る

効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
山
、
茨
城
の
山
の
未
来

を
背
負
っ
て
立
つ
若
い
世
代
を
後
押
し
す
る
仕
組
み
を
継
続
的

に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
、
山
そ
の
も
の
を
守
る
こ
と
に
も
繋

が
っ
て
い
く
の
で
す
。　

た
美
和
木
材
協
同
組
合
と
高
萩
市
の
佐
川
運
送
の
２
事
業
体

の
作
業
現
場
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　

美
和
木
材
協
同
組
合
の
現
場
で
は
、
列
状
間
伐
の
作
業
中
で

し
た
。
国
有
林
の
作
業
現
場
の
特
長
は
、
大
型
の
林
業
機
械
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
美
和
木
材
協
同
組
合
の
理
事
長
、

川
西
正
則
さ
ん
に
よ
る
と
、
平
成
に
入
っ
て
作
業
員
の
高
齢
化

が
進
み
、
事
業
継
続
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
な
ど
、
作
業
効
率
が
高
く
、

身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
高
性
能
林
業
機
械
の
登
場
で
、
事
態

は
好
転
。
高
校
生
な
ど
若
い
世
代
が
入
社
す
る
な
ど
、
林
業
の

現
場
に
明
る
い
変
化
が
現
れ
ま
し
た
。

　

伐
採
作
業
は
山
仕
事
の
な
か
で
も
危
険
な
作
業
で
す
。
近
年

は
大
径
木
の
伐
採
も
増
え
、機
械
化
に
よ
っ
て
安
全
性
が
高
ま
っ

て
い
る
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
。
若
手
作
業
員
の
ア
イ
デ
ア
を

も
と
に
機
械
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
作
業
機
械
を
開
発
す
る
な
ど
、

現
場
の
声
が
反
映
さ
れ
る
職
場
環
境
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
「
企
業
の
緑
化
活
動
の
お
手
伝
い
や
、
地
元
美
和
で
の
、『
木
の

駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
美
和
』
へ
の
参
画
な
ど
、
地
域
貢
献
に
も
努
め

て
い
ま
す
」と
川
西
さ
ん
。『
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
美
和
』と
は
、

森
林
整
備
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
た
常
陸
大
宮
市
の

有
志
に
よ
る
取
り
組
み
で
、山
に
放
置
さ
れ
た
残
材
を「
木
の
駅
」

に
出
荷
す
る
こ
と
で
、
地
元
地
域
の
商
店
で
使
え
る
「
モ
リ
券
」

と
い
う
地
域
通
貨
が
発
行
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
。
山
を
き
れ
い
に

し
て
、
町
も
林
家
も
元
気
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
の
山
と
の
付
き

合
い
方
の
理
想
的
な
か
た
ち
と
言
え
ま
す
。

国
有
林
の
作
業
は

大
型
の
林
業
機
械
の
導
入
が
不
可
欠
。

若
い
世
代
が

茨
城
の
森
林
を
変
え
て
い
く
。

家業を受け継ぐ佐川巧さん。
伐採と、一定の長さに木を切
り揃える機能を合わせ持つ列
状間伐作業の主力重機、ハー
ベスタを巧みに操っている。
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高性能林業機械の保有台数の推移
【図２】

（台）

9

山の仕事
【
図
１
】

地拵え
植林する前に、雑草木の
刈り払いなどを行い、植
栽しやすいように整理。

植林
スギやヒノキで、1ha あ
たり 3,000 本 程 度。 春
に植栽することが多い。

下刈り
苗木の成長を妨げる植物
を除去。7 月から 8 月の
夏場に行う。

除伐
スギは、植栽後 10 年で
成長を妨げる灌木が生え
るため、それらを伐る。

間伐
植 栽後 15 年〜 20 年に
行う間引き作業。丸太と
して流通も。

作業路
作設

立木の伐採、造林、搬出
など森林内で作業を行う
ため簡易な道路を作設。

伐採
チェーンソーやハーベス
タを使って、成熟した樹木
を伐採。

造材 ハーベスタなどを使い丸
太にする。

運搬
グラップルにてフォワー
ダに積み込み丸太を運
搬。

山土場 山から下ろした丸太を一
時貯蔵場所に集める。

貯木場 丸太を並べ入札などを行
う場所。

造
林

丸
太
生
産

8

美和木材協同組合の理事長、川西正則さん（写真中央）。丸太をつかんで寄せ
集めるグラップルなどを使いこなし、班体制でチームワーク良く作業を進める

出典：林野庁ホームページより



11

『さくら』紅茶と烏龍茶のお店。営業時間／11：00〜18：00 定休日／日曜日、祝日
電話／ 029‐212‐6166、住所／茨城県ひたちなか市高場 4‐3‐13

『ウィスカーズ』犬猫雑貨の店。営業時間／10時〜19 時
　定休日／毎週木曜日＋第2水曜日　電話／0294‐32‐7590
住所／茨城県常陸太田市馬場町476‐3

る
、
燃
え
て
る
ぅ
！
」
と
驚
く
こ
と
。
暖
か

い
温
風
に
手
を
か
ざ
し
て
、
着
席
さ
れ
る
前

に
先
ず
は
ス
ト
ー
ブ
談
義
が
始
ま
り
ま
す
。

炎
が
見
え
る
の
に
ほ
と
ん
ど
臭
い
も
な
い
の

で
、
お
客
さ
ま
に
お
茶
の
香
り
を
十
分
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

温
度
調
節
は
上
の
ダ
イ
ヤ
ル
操
作
だ
け
な

の
で
、
開
店
準
備
や
接
客
で
忙
し
い
時
で
も

簡
単
で
助
か
り
ま
す
。

　

吹
き
抜
け
の
２
階
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ

ー
ス
で
ヨ
ガ
教
室
な
ど
も
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
２
階
ま
で
ポ
カ
ポ
カ
で
す
。

　

朝
は
開
店
前
の
９
時
ぐ
ら
い
か
ら
、
夕
方

は
閉
店
後
の
19
時
ぐ
ら
い
ま
で
、
毎
日
使
っ

て
い
ま
す
。
年
明
け
は
暖
か
い
日
が
続
き
ま

し
た
の
で
、
ダ
イ
ヤ
ル
１
〜
２
ぐ
ら
い
で
も

お
店
全
体
が
十
分
暖
か
く
保
て
ま
し
た
。

年
の
夢
だ
っ
た
紅
茶
や
烏
龍
茶
の

専
門
店
を
、
15
年
12
月
に
ひ
た
ち

な
か
市
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
父
が
オ

ー
ナ
ー
で
私
が
店
長
で
す
。

　

暖
房
は
当
初
薪
ス
ト
ー
ブ
に
し
よ
う
か
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
水
戸
の
体
感
ル
ー
ム
で

説
明
を
聞
き
、
掃
除
の
手
間

や
コ
ス
ト
も
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
の
方
が
断
然
よ
か
っ
た

の
で
こ
ち
ら
に
決
め
ま
し
た
。

『
ソ
ロ
ー
』
は
寒
い
北
側
の

玄
関
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
据

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

お
客
さ
ま
が
ド
ア
を
開
け
る
と
、
真
っ
赤

な
ソ
ロ
ー
が
お
出
迎
え
。
煙
突
も
な
い
の
で

一
瞬
飾
り
棚
か
と
思
い
き
や
、
中
で
炎
が
燃

え
て
い
る
か
ら
、
皆
さ
ん
、
「
わ
、
燃
え
て

長

「
番
頭
さ
ん
役
の
３
歳
のニコ
も
ソ
ロ
ー
が
大
好
き
。

幸
せ
って
顔
を
し
て
い
ま
す
」

陸
太
田
市
で
姉
と
昨
年
（
15
年
）

12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
犬
猫
雑
貨

店
で
『
ソ
ロ
ー
』
を
愛
用
し
て
い
ま
す
。

　

店
は
以
前
お
豆
腐
屋
さ
ん
だ
っ
た
建
物
を

リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
約
40
畳
の
ス
ペ
ー
ス
で
、

天
井
板
を
取
り
除
き
、
柱
が
見
え
る
吹
き
抜

け
に
し
ま
し
た
。
ソ
ロ
ー
を
設
置
し
た
当
初

は
ド
ー
ン
と
場
所
を
取
る
感
じ
が
し
ま
し
た

が
、
い
ま
で
は
、
壁
が
見
え
な
い
ほ
ど
に
並

ん
だ
犬
猫
用
の
フ
ー
ド
類
、
ケ
ア
用
品
や
し

つ
け
用
品
、
洋
服
類
な
ど
の
ア
イ
テ
ム
と
も

す
っ
か
り
な
じ
ん
で
い
ま
す
（
笑
）
。

　

ソ
ロ
ー
は
温
風
が
出
る
正
面
以
外
は
触
れ

て
も
熱
く
な
い
か
ら
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
の
壁

に
飾
り
棚
を
つ
く
り
ま
し
た
。
両
脇
も
30
セ

ン
チ
離
せ
ば
商
品
の
陳
列
が
で
き
る
の
で
助

か
り
ま
す
。

　

こ
の
冬
は
12
月
、
１
月
と
暖
か
か
っ
た
の

常

愛用者の 声
「
ソロ
ー
は
臭
い
が
ない
の
で
、紅
茶
や
烏
龍
茶
の

香
り
を
堪
能
し
て
い
た
だ
け
ま
す
」

で
、
ダ
イ
ヤ
ル
１
で
十
分
で
し
た
。
火
を
つ

け
る
の
は
開
店
１
時
間
前
、
暖
ま
る
ま
で
ダ

イ
ヤ
ル
３
ぐ
ら
い
で
燃
や
し
、
１
時
間
ぐ
ら

い
た
っ
た
ら
ダ
イ
ヤ
ル
を
１
に
し
て
19
時
の

閉
店
ま
で
使
っ
て
い
ま
す
。

　

店
内
に
は
番
頭
さ
ん
役
の
イ

タ
リ
ア
ン
グ
レ
イ
ハ
ウ
ン
ド
の

ニ
コ
が
い
る
ん
で
す
が
、
シ
ョ

ー
ト
ヘ
ア
で
と
っ
て
も
寒
が
り
。

ソ
ロ
ー
の
前
で
抱
っ
こ
し
て
あ

げ
る
と
、
「
あ
〜
幸
せ
〜
」
っ
て
顔
す
る
ん

だ
よ
ね
ぇ
（
笑
）
。
動
物
は
正
直
で
す
よ
。

　

寒
い
冬
場
は
散
歩
が
減
っ
て
、
ワ
ン
ち
ゃ

ん
は
ど
う
し
て
も
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
。

う
ち
の
店
内
は
ソ
ロ
ー
で
ホ
カ
ホ
カ
。
ド
ッ

グ
ラ
ン
ス
ペ
ー
ス
つ
き
で
他
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん

と
遊
ば
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
か
ら
、
運
動

不
足
の
解
消
に
是
非
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

竹迫 学さん
犬猫雑貨屋・ウィスカーズ

●常陸太田市

西野真樹さん

西野滋夫さん
（店長）

（オーナー）

紅茶と烏龍茶のお店・
さくら

●ひたちなか市

﹁
山
武
の
森
林
・
林
業
と
向
き
合
い
、
女
性
の

視
点
を
生
か
し
て
整
備
活
動
し
てい
ま
す
。

チェー
ンソ
ー
だ
って
使
い
こ
な
し
て
い
ま
す
よ
﹂

―
―
女
性
の
林
業
グ
ル
ー
プ
を
発
足
さ
せ
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
山
仕
事
は
体
力
的
に
も
厳
し
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
女
性

は
補
助
的
役
割
を
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
山
武
地
区
は

平
地
林
が
多
く
、
県
南
の
森
林
に
比
べ
て
女
性
で
も
山
で

作
業
し
や
す
い
地
域
で
す
。
平
成
18
年
６
月
に
千
葉
県
山

武
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
呼
び
か
け
も
あ
っ
て
、
地
域
の

荒
れ
た
森
林
を
な
ん
と
か
す
る
一
助
に
な
れ
ば
と
、
県
下

で
は
３
番
目
の
林
業
女
性
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。
発
足
当
初
は
７
名
で
し
た
が
、
現
在
で
は
15
名
ま
で

増
え
ま
し
た
。
昨
今
、
林
業
女
子
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
は
10
年
前
か
ら
活
動
し
て
き
た
、
い
わ
ば

そ
の
走
り
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

　

会
の
名
前
は
山
武
杉
の
「
さ
ん
ぶ
」
と
、
木
を
楽
し
む

「
木
楽
」
の
組
合
せ
。
活
動
を
長
続
き
さ
せ
る
た
め
に

「
肩
肘
張
ら
ず
に
気
楽
に
や
ろ
う
」
と
い
う
思
い
を
こ
め

て
名
づ
け
ま
し
た
」

―
―
さ
ん
ぶ
木
楽
会
の
皆
さ
ん
は
全
員
が
林
業
経
験
者
な

の
で
す
か
？

「
発
足
当
時
の
会
長
の
手
島
芳
枝
さ
ん
は
、
林
家
に
嫁
ぎ

約
40
年
間
ご
主
人
と
芝
山
町
で
林
業
を
営
ん
で
お
ら
れ
た

方
で
、
林
業
技
術
の
普
及
や
林
業
後
継
者
の
育
成
指
導
を

行
う
「
指
導
林
家
」
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
現
会
長

を
務
め
る
私
も
、
30
年
間
千
葉
県
森
林
組
合
で
働
い
た
経

験
を
も
つ
「
指
導
林
家
」
で
す
。
副
会
長
の
平
快
子
さ
ん

は
「
林
業
士
」
と
い
う
若
手
林
業
家
で
す
。
そ
れ
以
外
の

メ
ン
バ
ー
は
林
業
経
験
者
で
は
な
く
、
森
林
・
林
業
に
関

心
を
持
つ
30
代
か
ら
70
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
集
ま

り
で
す
。
日
頃
は
お
勤
め
を
し
て
い
る
方
も
多
く
、
地
元

ば
か
り
で
な
く
、
東
京
か
ら
参
加
す
る
人
も
い
て
、
個
性

豊
か
な
15
人
の
姉
妹
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
で
す
」

―
―
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
女
性
の
会
と
い
う
と
ク
ラ
フ
ト
制
作
が
中
心
の
グ
ル
ー

プ
も
多
い
の
で
す
が
、
私
た
ち
は
地
域
の
山
仕
事
を
請
け

負
っ
て
い
ま
す
。
主
な
作
業
は
森
林
の
枝
払
い
と
下
刈
り
、

間
伐
な
ど
で
す
。
私
た
ち
の
よ
う
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど

の
機
械
を
使
っ
て
山
仕
事
を
し
て
い
る
女
性
グ
ル
ー
プ
は

ま
だ
ま
だ
少
な
い
ん
で
す
よ
。

　

収
入
源
確
保
の
た
め
に
、
山
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、
間
伐

材
を
活
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
作
品
も
手
が
け
て
い
ま
す
。
サ

ン
ブ
ス
ギ
の
箸
は
山
胡
桃
の
油
で
磨
い
て
仕
上
げ
る
の
で
、

口
に
入
れ
て
も
安
心
し
て
使
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
優
し

い
手
触
り
も
人
気
で
す
。
ク
ス
で
作
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
状
の

防
虫
剤
、
山
椒
の
す
り
こ
ぎ
、
銀
杏
の
ま
な
板
、
雑
木
の

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
と
、
会
員
の
増
加
に
伴
っ
て
ア
イ
ディ
ア

も
増
え
、さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
」

―
―
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
山
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
枝
打
ち
は
の
こ
ぎ
り
、
下

刈
り
は
刈
払
機
、
間
伐
に
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
、
安
全
第

一
を
心
が
け
な
が
ら
、
女
性
で
も
主
体
的
に
機
械
作
業
を

担
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
女
性
な
ら
で
は
の
丁
寧
な
仕

事
で
地
域
の
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の
が
私
た
ち

の
願
い
で
す
。
同
時
に
山
の
恵
み
を
活
用
し
た
作
品
を
通

じ
て
、
木
の
素
晴
ら
し
さ
、
木
の
温
も
り
、
木
を
楽
し
む

と
い
う
こ
と
も
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

千
葉
県
山
武
地
区
で
今
か
ら
₁0
年
前
に
林
業
に
携
わ

る
女
性
た
ち
７
名
で
発
足
し
た
の
が
﹁
さ
ん
ぶ
木
楽

会
﹂。
昨
今
、
林
業
女
子
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、﹁
私

た
ち
は
そ
の
走
り
の
よ
う
な
も
の
︵
笑
︶﹂
と
会
長
の

斉
藤
ひ
ろ
子
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
る
。会
員
は
現
在
₁5
名
。

活
動
と
山
に
寄
せ
る
思
い
を
う
か
が
っ
た
。

非赤枯性溝腐病に冒された
サンブスギを間伐して山をき
れいにするのは斉藤さんた
ちの最優先作業である。

さいとう　ひろこ（さんぶ木楽会会長）

　今月の

森人
も
り
び
と

今月今月今 のの

森森人
も
り
び人りび人と

斉藤ひろ子さん

（代表）




